
　

今
年
２
月
、
再
開
発
ビ
ル

「
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
」
で
初

演
さ
れ
た
高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
～
あ
る
王
の

物
語
～
」
は
、
鹿
屋
市
で
初
め

て
の
本
格
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
と
し
て
、
専
門
家
の
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
か
ら
公
演
ま
で
、

楽
し
く
も
厳
し
い
練
習
に
汗
を

流
し
た
高
校
生
た
ち
。
７
か
月

間
と
い
う
長
く
も
あ
り
、
短
く

も
あ
る
期
間
に
、
初
演
と
い
う

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

し
、
共
に
力
を
合
わ
せ
流
し
て

き
た
珠
玉
の
汗
と
涙
は
、
限
り

な
い
可
能
性
を
持
つ
高
校
生
た

ち
が
将
来
、
芸
術
文
化
の
担
い

手
と
し
て
育
っ
て
い
く
と
き
、

あ
る
い
は
、
芸
術
文
化
と
は
違

う
道
に
進
む
う
え
で
も
、
協

調
・
共
助
、
自
助
努
力
を
経
て
、

自
己
実
現
を
果
た
し
た
成
功
体

験
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
生

き
て
い
く
う
え
で
の
光
明
と
な

り
、大
き
な
「
自
信
」
と
「
宝
」

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
地
元
高
校
生
ミ
ュ 

ー
ジ
カ
ル
が
、
今
後
、
５
年
・

10
年
と
継
続
的
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
で
、
市
の
芸
術
文
化
の
向

上
発
展
や
文
化
力
の
全
国
発

ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

新名主　勝哉
鹿屋市教育長

鹿屋市発、高校生ミュージカル
芸術文化の向上発展に期待

　音楽やダンス、芝居などのあらゆる舞
台芸術の要素を盛り込んだミュージカル
は、今日多くの人々に愛される世界共通
の芸術作品のひとつと考えます。
　今年も鹿屋市発！高校生ミュージカル
“ ヒメとヒコ ” の公演を企画しました。
　昨年度に引き続いての高校生による “ ヒ
メとヒコ ” 公演は、鹿屋市に元気と感動を
もたらし、高校生の若い力が地域の文化
振興に大きな役割を果たすと確信します。
　高校生の皆さんの多数の参加を心待ち
にしています。

　

大
隅
半
島
の
高
校
生
と
地
元
出
身
の
演
出
家
が
「
リ
ナ
シ

テ
ィ
か
の
や
」
を
舞
台
に
、
一
か
ら
作
り
上
げ
て
い
く
大
感

動
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
～
あ
る
王
の
物
語
～
」
の

高
校
生
劇
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

あらすじ　～　Ｓｔｏｒｙ　～
　普通の高校生活を送る少女マナ。大人の恋愛にあこがれている。彼女
の理想は体育の姫子先生。その姫子先生が社会科教師の昭彦先生と付き
合っていることを知ったマナ。“ 男は強く ” が信条のマナには、穏和す
ぎる昭彦の性格がはがゆい。ある日の社会科の授業で、古墳を訪れ大隅
の歴史を学ぶマナは、吸い寄せられるようにその “ ほこら ” へと入り、
古の世界へとタイムスリップしてしまう。1500 年前の奄美大島を舞台
に展開される、大隅の若き王ヒコと奄美の巫女ヒメの物語。交易、権力
争い、そして悲劇。激動の物語の傍らで少女マナは何を学ぶのか・・・・

再演望む多くの声受け
来年２月　公演決定 !!

信
、
ひ
い
て
は
、
世
界
と
の
文

化
交
流
の
架
け
橋
と
し
て
、
大

き
な
う
ね
り
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
」
の

第
２
回
目
と
な
る
公
演
が
、

２
０
０
９
年
２
月
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
公
演
へ
の
出
演
者

を
追
加
募
集
し
ま
す
。
リ
ナ
シ

テ
ィ
か
の
や
で
の
稽
古
に
通
え

る
高
校
生
で
あ
れ
ば
、
学
校
や

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
多
数
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
市
民
交
流

　

セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者

　
（
株
）
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４-

35-

１
０
０
１

ー　あ る 王 の 物 語 　ー

あなたも参加しませんか？

出演希望の高校生
追加募集
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